
東
北
大
学
附
属
図
書
館
の
蔵
書
で
あ
る
狩
野
文
庫
の
な
か
に
「
類
棗

三
代
格
」
が
あ
る
。
こ
の
本
の
全
頁
の
図
版
と
解
説
を
載
せ
た
『
狩
野

(
1
)
 

文
庫
本
類
緊
三
代
格
』
が
平
成
元
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
版

を
見
る
と
、
狩
野
文
庫
本
の
「
類
衆
三
代
格
」
の
表
紙
見
返
し
に
「
光

(
2
)
 

厳
院
御
記
」
と
題
さ
れ
た
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
狩
野
文
庫

と
は
、
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
の
創
立
に
尽
力
し
初
代
文
科
大
学
長

を
務
め
た
狩
野
亨
吉
が
収
集
し
た
書
物
を
、
東
北
帝
国
大
学
が
購
入
し

た
も
の
で
あ
る
。
狩
野
亨
吉
は
大
学
長
を
辞
し
た
後
、
書
画
の
鑑
定
売

買
を
生
業
と
し
な
が
ら
小
学
生
時
代
か
ら
の
趣
味
で
あ
っ
た
図
書
の
収

集
を
し
て
い
た
。
そ
の
収
集
書
物
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
お

り
、
貴
重
書
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
亨
吉
の
知
友
で
あ
っ
た
東
北

帝
国
大
学
総
長
の
沢
柳
政
太
郎
が
、
亨
吉
の
収
集
し
た
書
物
の
買
取
を

働
き
か
け
、
仙
台
出
身
の
代
議
士
荒
井
泰
治
の
寄
付
を
得
て
実
現
し
た

は

じ

め

に

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉「
光
厳
院
御
記
」

の
で
あ
る
。
納
本
は
大
正
元
年
に
始
ま
り
、
最
終
納
本
は
亨
吉
の
死
没

(
3
)
 

一
年
後
で
あ
る
昭
和
十
八
年
で
、
岩
波
茂
雄
の
取
扱
で
納
入
さ
れ
た
。
(
4
)
 

「
類
緊
三
代
格
」
は
昭
和
十
八
年
の
最
終
納
本
分
に
含
ま
れ
て
い
る
。

一
方
、
狩
野
亨
吉
が
収
集
し
た
文
書
は
京
都
大
学
文
学
部
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
数
は
約
―
二
七
0
点
で
、
こ
の
う
ち
大
多
数
の
一

0
五

七
点
は
官
務
を
世
襲
し
て
い
た
壬
生
家
の
文
書
で
あ
る
。
文
書
も
書
物

も
収
集
ル
ー
ト
は
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
「
類
緊
―
―
一
代
格
」

も
壬
生
家
旧
蔵
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
す
る
と
、
壬
生
家
の

人
間
が
「
光
厳
院
御
記
」
の
逸
文
を
「
類
緊
三
代
格
」
に
書
き
入
れ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
今
の
と
こ
ろ
確
証
は
な
く
、
推
論

の
域
を
出
な
い
。

光
厳
天
皇
の
｛
辰
記
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、
逸
文
が
い
く
つ
か

知
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
現
存
し
て
い
る
逸
文
は
上
横
手
雅

(
5
)
 

敬
氏
が
常
照
皇
寺
編
の
『
光
厳
天
皇
遺
芳
』
に
す
べ
て
翻
刻
し
、
詳
細

な
解
説
を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
狩
野
文
庫
本
の
「
類
緊
一
二
代
格
」
に

書
か
れ
て
い
る
「
光
厳
院
御
記
」
は
、
上
横
手
氏
が
紹
介
さ
れ
た
も
の

に
み
る
長
講
堂
供
花
会
と
そ
の
装
束
中

井

裕

子
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と
は
異
な
る
記
事
で
あ
り
、
こ
れ
が
表
題
通
り
『
光
厳
天
皇
寝
記
』
の

一
部
と
確
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
新
出
の
逸
文
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
逸
文
の
翻
刻
が
『
狩
野
文
庫
本
類
緊
三
代
格
』
に
記
載
さ
れ
て

(
6
)
 

い
る
の
で
、
ま
ず
そ
れ
を
挙
げ
る
。

光
厳
院
御
記

（
マ
マ
）

建
武
四
五
廿
二
壬
戌
、
斯
日
住
長
講
堂
当
始
行
供
花
惣
行

(
7
)
 

突
、
午
四
刻
着
直
衣
噸
五
鰐
知
聾
或
倍
薄
色
奴
袴

廿
四

文
藤
丸
浮
織
今
年
始
着
之
、
至
去
年
オ
着
鳥
多
須
畿
浮
文
袴
、
今
以
次
第
恒
規
、
須
用

鳥
多
須
喜
堅
織
物
、
然
朕
形
容
襄
酪
兼
以
孤
夜
候
、
債
掌
国
務
申
之
不
要
壮
齢
之
服
、
、

8“)

（
力
）

こ
の
記
事
は
建
武
四
年
五
月
二
十
二
日
に
開
始
さ
れ
た
長
講
堂
供
花
会

に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
際
に
身
に
つ
け
た
装

束
を
当
時
の
慣
習
と
比
較
し
つ
つ
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
装
束
に
つ
い

て
書
か
れ
て
い
る
部
分
だ
け
を
抜
書
し
た
よ
う
で
、
後
ろ
の
部
分
が
欠

け
た
状
態
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
こ
の
史
料
を
も
と
に
、
長
講
堂
供
花

会
な
ら
び
に
こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
装
束
に
つ
い
て
考
察
を
加
え

る。
ま
ず
、
こ
の
逸
文
が
『
光
厳
天
皇
哀
記
』
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

の
確
認
が
絶
対
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
手
が
か
り
は
割
註
部
分
の
「
去

年
廿
四
オ
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
光
厳
天
皇
は
正
和
二
(
-
三
一

三
）
年
の
誕
生
で
あ
る
の
で
、
こ
の
年
齢
と
合
致
す
る
。
ま
た
「
朕
」

と
い
う
代
名
詞
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
逸
文
は
表
題
通
り

『
光
厳
天
皇
痰
記
』
の
も
の
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
。

『
光
厳
天
皇
痰
記
』
は
原
本
・
写
本
と
も
に
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
抜

書
さ
れ
た
逸
文
で
そ
の
存
在
を
偲
ば
せ
る
程
度
で
あ
る
。
現
存
し
て
い

る
逸
文
を
挙
げ
る
と

①
元
弘
―
-
（
―
―
―
―
―
―
―
―
-
）
年
正
月
一
日
・
ニ
日

②
同
年
二
月
九
日
・
―
一
十
六
日
・
三
月
三
日
・
十
六
日
・
ニ
十
二

日
③
正
慶
元
（
―
-
―
-
三
二
）
年
五
月
二
日
・
六
月
十
三
日
・
十
四
日

の
3
つ
で
あ
る
。
①
は
四
方
拝
な
ど
新
年
の
行
事
に
つ
い
て
書
か
れ
た

も
の
で
、
一
日
条
は
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
が
二
日
条
は
後
半
が
欠

け
て
い
る
。
②
は
三
月
二
十
二
日
に
行
な
わ
れ
た
光
厳
天
皇
の
即
位
式

に
関
す
る
も
の
を
抜
粋
し
た
も
の
で
、
即
位
式
の
準
備
や
当
日
の
様
子

を
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
―
-
+
―
一
日
条
の
式
当
日
の
記
録
は
午
前
の
分

の
み
と
な
っ
て
い
る
。
③
は
光
厳
天
皇
が
琵
琶
の
名
器
で
あ
る
玄
象
・

牧
馬
を
弾
い
た
感
想
を
綴
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
も
そ
の
部
分
だ
け
の
抜

粋
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
｛
辰
記
の
逸
文
は
す
べ
て
ニ
―
一
三
二
年
に

集
中
し
て
い
る
。
ま
た
上
横
手
氏
は
「
光
明
天
皇
痰
記
」
に
「
自
院
註

給
元
徳
峠
鰐
坊
之
時
也
、
御
記
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
徳
年
中
の
光
厳

天
皇
｛
辰
記
の
存
在
を
指
摘
し
、
少
な
く
と
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
日
記
を
記

し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
新
出
の
逸
文
は
建
武
四
(
-
三
三
七
）
の
も
の
で
、
今
ま
で
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に
発
見
さ
れ
て
い
る
逸
文
よ
り
五
年
も
後
の
も
の
で
あ
る
。
建
武
四
年

の
『
光
厳
天
皇
痰
記
』
を
確
認
で
き
た
こ
と
で
、
光
厳
天
皇
は
少
な
く

と
も
元
徳
年
中
か
ら
建
武
四
年
の
間
、
日
記
を
書
き
綴
っ
て
い
た
と
言

え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
こ
の
逸
文
は
非
常
に
貴
重
な

も
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
日
記
が
書
か
れ
た
時
期
の
光
厳
上
皇
の
動
向
を
当
時
の

社
会
情
勢
と
併
せ
て
み
て
み
る
。

こ
の
時
期
は
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
建
武
の
新
政
が
崩
壊
し
、
南
北
朝

対
立
に
至
る
動
乱
の
真
っ
只
中
で
政
情
不
安
が
日
本
中
を
覆
っ
て
い

た
。
光
厳
天
皇
は
後
醍
醐
天
皇
が
建
武
の
新
政
を
開
始
す
る
と
同
時
に

天
皇
位
を
廃
さ
れ
、
既
に
上
皇
と
な
っ
て
い
た
。
建
武
―
―
-
（
ニ
―
―
―
―
―

六
）
年
四
月
六
日
に
は
光
厳
天
皇
の
父
で
、
持
明
院
統
を
支
え
て
い
た

後
伏
見
法
皇
が
崩
御
し
た
。
ま
た
も
う
一
人
の
持
明
院
統
の
上
皇
で
あ

る
花
園
は
建
武
二
(
-
三
三
五
）
年
十
一
月
に
出
家
し
、
政
務
か
ら
は

身
を
引
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
光
厳
上
皇
は
持
明
院
統
を
背
負
う
立
場

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

後
醍
醐
天
皇
側
の
軍
と
対
立
し
、
形
勢
不
利
と
な
っ
て
九
州
に
敗
走

し
た
足
利
尊
氏
は
巻
き
返
し
の
た
め
光
厳
上
皇
に
院
宣
を
求
め
た
。
光

厳
上
皇
は
こ
れ
に
応
え
建
武
三
年
二
月
に
院
宣
を
下
し
た
。
こ
れ
が
き

っ
か
け
と
な
り
持
明
院
統
と
足
利
尊
氏
が
結
び
つ
い
た
。
そ
の
後
尊
氏

は
順
調
に
勝
ち
進
ん
で
上
洛
し
、
六
月
三
日
に
光
厳
上
皇
を
始
め
と
す

る
持
明
院
統
と
合
流
し
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
光
厳
上
皇
は
寺
社
に
祈

祷
を
命
じ
る
な
ど
の
院
宣
を
多
く
発
給
す
る
よ
う
に
な
り
、
持
明
院
統

の
活
動
が
活
発
化
し
て
き
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
八
月
十
四
日
に

光
厳
上
皇
の
弟
で
あ
る
豊
仁
親
王
が
即
位
し
て
光
明
天
皇
と
な
り
、
同

時
に
光
厳
上
皇
の
院
政
体
制
が
発
足
し
た
。
こ
れ
が
北
朝
と
な
る
わ
け

で
あ
る
。
武
士
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
朝
廷
で
あ
る
が
決
し
て
愧
儡
で

は
な
く
、
光
厳
上
皇
の
院
政
が
整
う
と
、
寺
社
や
公
家
関
係
の
所
領
安

堵
の
請
求
が
多
数
持
ち
こ
ま
れ
た
。
森
茂
暁
氏
の
論
文
「
光
厳
上
皇

院
政
」
に
よ
る
と
、
光
厳
院
政
で
は
雑
訴
沙
汰
や
文
殿
な
ど
所
領
訴
訟

の
処
理
を
重
視
し
た
本
格
的
な
政
治
体
制
が
と
ら
れ
、
上
皇
は
訴
訟
を

す
べ
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉

後
期
の
朝
廷
で
訴
訟
処
理
機
関
の
整
備
充
実
が
は
か
ら
れ
た
が
、
光
厳

院
政
も
こ
の
路
線
を
継
承
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
光
厳
上
皇

は
北
朝
の
大
黒
柱
と
し
て
政
治
の
表
舞
台
で
活
発
に
活
動
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
日
記
の
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。
建
武
四
年
五
月
二
十

二
日
よ
り
長
講
堂
供
花
会
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
に
光
厳
上
皇
が
参
加
し
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た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
長
講
堂
供
花
会
と
は
後
白
河
上
皇
が
御
所

と
し
て
い
た
六
条
殿
に
設
け
た
持
仏
堂
で
あ
る
長
講
堂
で
、
本
尊
の
阿

弥
陀
三
尊
に
生
花
を
供
養
す
る
法
会
で
あ
る
。
供
花
会
は
六
波
羅
蜜
寺

で
毎
年
三
月
に
法
華
八
講
を
催
し
、
こ
れ
を
結
縁
供
花
会
と
称
し
た
の

が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
初
め
て
こ
の
法
会
が
催
さ
れ
た
の
は
、
平

(
9
)
 

林
盛
得
氏
の
「
六
波
羅
蜜
寺
創
建
考
」
で
は
、
六
波
羅
蜜
寺
を
創
建
し

た
空
也
の
入
滅
後
で
あ
る
永
観
三
（
九
八
五
）
年
三
月
十
八
日
と
推
定

し
て
い
る
。

北
条
文
彦
氏
は
後
白
河
上
皇
が
催
し
た
長
講
堂
供
花
会
に
つ
い
て
調

(10) 

べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
供
花
会
が
行
な
わ
れ
る
の
は
五
月
と
九

月
の
年
二
回
で
、
日
は
特
に
決
ま
っ
て
い
な
い
。
供
花
会
の
期
間
は
八

日
間
で
、
参
加
者
は
上
皇
・
公
卿
か
ら
遊
女
・
愧
儡
子
ま
で
様
々
で
あ

っ
た
。
参
会
者
に
よ
り
法
華
経
の
読
経
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
間
に
生
花

を
供
え
た
。
以
上
の
特
徴
を
挙
げ
て
い
る
。

一
方
、
光
厳
上
皇
に
近
い
時
代
で
は
花
園
天
皇
の
日
記
が
あ
り
、
そ

こ
に
供
花
会
に
つ
い
て
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
も
と
に
、
供

花
会
の
開
催
日
を
ま
と
め
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
こ
の

時
期
も
後
白
河
上
皇
の
供
花
会
と
同
じ
く
年
二
回
、
五
月
と
九
月
に
行

な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
正
中
二
年
五
月
分
と
元
弘
元
年
九
月

分
は
例
外
で
あ
る
が
、
正
中
二
年
五
月
は
量
仁
親
王
（
後
の
光
厳
天

(11) 

皇
）
が
激
し
い
腹
痛
を
伴
う
病
気
に
罹
っ
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
り
供
花

会
を
延
期
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
元
弘
元
年
九
月
は
元
弘
の
変
に
よ
る
政

情
悪
化
の
た
め
の

(12) 

延
引
で
あ
る
。
支

障
が
な
け
れ
ば
五

月
、
九
月
に
行
な

う
こ
と
が
決
ま
り

と
な
っ
て
い
る
。

次
に
開
催
日
を
み

る
と
、
十
三
日
に

始
ま
り
二
十
日
に

結
願
を
迎
え
る
と

い
う
日
程
が
多
く

目
に
つ
く
。
例
外

的
に
五
月
・
九
月

以
外
に
行
な
っ
た

と
き
は
い
ず
れ
も

十
三
日
を
初
日
と

し
て
い
る
。
こ
れ

は
長
講
堂
供
花
会

の
創
始
者
で
あ
る

後
白
河
上
皇
が
建

久
三
（
―
-
九

二
）
年
三
月
十
―
―
―

表 「花園天皇痕記』による長講堂供花会の記録（元応元年～正慶元年）

元応元 (1319)年 5/13始、 20結願 9/16 
元応2 (1320)年 5/22結願 9/13始、 20結願
元亨元 (1321)年 5/13始、 20結願 9/13始、 20結願
元亨2 (!322)年 5/6始、 13結願 9/18始
元亨3 (1323)年 5/13始、 20結願 9/23始、 30結願
正中元 (1324)年 日記欠落 供花の記録なし

正中 2 (1325)年 6/13始、 20結願 9/13始、 20結願
嘉暦元 (1326)年 日記欠落 日記欠落

嘉暦2 (1327)年 日記欠落 日記欠落

嘉暦3 (1328)年 日記欠落 日記欠落

元徳元 (1329)年 日記欠落 日記欠落

元徳2 (1330)年 日記欠落 日記欠落

元弘元 (1331)年 日記欠落 11/13始、 20結願
正慶元 (1332)年 5/13始、 20結願 日記欠落
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日
に
崩
御
し
た
た
め
、
そ
の
月
命
日
を
初
日
に
当
て
る
こ
と
が
多
く
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
他
の
日
程
で
行

な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
今
回
扱
っ
て
い
る
「
光
厳
院
御
記
」
の
逸
文

に
記
載
さ
れ
て
い
る
供
花
会
も
二
十
二
日
を
初
日
と
し
て
い
る
。

『
花
園
天
皇
痰
記
』
の
供
花
会
の
記
事
を
み
る
と
、
参
会
者
は
持
明

院
統
の
皇
族
（
後
伏
見
・
花
園
・
量
仁
）
と
公
卿
、
女
房
で
あ
る
。
た

だ
し
花
園
が
天
皇
位
に
あ
っ
た
と
き
は
供
花
会
に
全
く
関
与
し
て
い
な

い
の
で
、
供
花
会
は
持
明
院
統
内
の
私
的
な
行
事
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
地
下
の
人
は
供
奉
と
し
て
の
参
加
で
あ
っ

た
。
後
白
河
上
皇
の
供
花
会
で
は
遊
女
・
愧
儡
子
な
ど
身
分
の
低
い
人

も
花
を
手
向
け
て
い
た
が
、
こ
れ
は
後
白
河
上
皇
が
今
様
の
趣
味
を
持

っ
て
い
た
た
め
で
、
後
白
河
上
皇
開
催
の
供
花
会
の
み
で
言
え
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

次
に
供
花
会
の
手
順
で
あ
る
。
ま
ず
供
花
会
の
前
日
あ
る
い
は
当
日

に
長
講
堂
の
あ
る
六
条
殿
に
移
動
す
る
。
そ
し
て
一
日
二
回
、
昼
と
夜

に
長
講
堂
に
出
御
し
、
参
会
し
た
上
皇
や
公
卿
が
法
華
経
を
読
み
、
仏

に
花
を
供
え
る
。
「
光
厳
院
御
記
」
の
逸
文
で
は
午
四
刻
に
装
束
を
着

け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
回
目
の
出
御
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
一
日
二
回

の
出
御
は
初
日
か
ら
七
日
目
ま
で
必
ず
行
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
以
外
は

特
に
規
定
は
な
い
よ
う
で
、
内
輪
で
花
を
供
え
た
り
、
後
白
河
上
皇
の

御
影
堂
に
入
り
念
誦
し
た
り
、
夜
に
は
管
絃
を
催
す
日
も
あ
っ
た
。
そ

し
て
最
終
日
は
供
花
会
の
導
師
で
あ
る
僧
に
布
施
を
渡
し
て
終
了
と
な

四

る
。
以
上
が
『
花
園
天
皇
痰
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
供
花
会
の
手
順

で
あ
る
が
、
こ
の
逸
文
に
あ
る
建
武
四
年
五
月
の
供
花
会
も
こ
れ
と
ほ

ぽ
同
じ
手
順
で
行
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
今
回
取
り
上
げ
て
い
る
『
光
厳
天
皇
痰
記
』
の
逸
文
に
は
装

束
に
つ
い
て
非
常
に
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
装
束

を
み
て
み
る
。

直
垂
の
割
註
の
な
か
に
書
か
れ
て
い
る
「
引
倍
木
」
は
下
着
で
あ
る

袷
の
裏
地
を
除
い
た
も
の
で
、
夏
に
用
い
る
衣
服
で
あ
る
。
「
大
帷
」

さ
し
ぬ
き

は
引
倍
木
の
上
に
重
ね
て
用
い
る
も
の
で
、
こ
れ
も
夏
用
で
あ
る
。
奴
袴

の
割
註
の
最
初
に
出
て
い
る
「
文
藤
丸
」
は
藤
丸
と
い
う
文
様
〈
図

1
〉
で
、
そ
の
名
の
通
り
藤
花
を
円
形
に
図
案
化
し
た
文
様
、
「
鳥

た

す

き

た

す

き

多
須
畿
」
・
「
鳥
多
須
喜
」
は
普
通
「
鳥
欅
」
と
書
き
、
尾
長
鳥
を
唐
花

の
ま
わ
り
に
配
し
た
連
続
的
な
文
様
〈
図
2
〉
で
あ
る
。

色
目
に
つ
い
て
も
記
載
が
あ
る
。
寵
衣
は
薄
桔
梗
色
、
奴
袴
は
薄
色

の
も
の
を
着
用
し
て
い
る
。
薄
色
は
薄
紫
に
近
い
色
で
あ
る
。
三
章
で

と
り
あ
げ
た
北
条
文
彦
氏
の
論
文
に
よ
る
と
、
後
白
河
上
皇
が
催
し
た

供
花
会
で
は
参
加
者
は
浄
衣
を
着
用
し
て
い
て
、
こ
れ
は
供
花
が
神
聖

に
し
て
清
浄
な
る
儀
式
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
と
述
べ
て
い

る
。
浄
衣
は
白
い
装
束
で
あ
る
が
、
こ
の
日
の
光
厳
上
皇
の
装
束
は
色
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の
つ
い
た
も
の
で
あ

る
。
『
花
園
天
皇
痰
記
』

(13)

（

14) 

で
も
蘇
芳
や
花
田
色
な

ど
色
の
つ
い
た
装
束
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
浄

衣
を
着
用
す
る
習
慣
は

そ
れ
以
前
に
廃
れ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

供
花
会
が
持
明
院
統
の

私
的
な
行
事
と
な
り
、

神
聖
さ
が
失
わ
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
織
り
方
で
あ
る

が
、
「
浮
織
」
・
「
浮
文
」

は
布
を
織
る
と
き
に
模

様
の
部
分
の
横
糸
を
織

り
こ
ま
な
い
で
浮
か
せ

て
模
様
を
出
す
織
り
方

で
あ
る
。
一
見
、
刺
繍
を
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
れ
と
は
対
に

用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
「
堅
織
物
」
で
、
こ
れ
は
布
を
織
る
横
糸
と
は

え
ぬ
き

別
に
絵
緯
と
呼
ば
れ
る
模
様
を
出
す
た
め
の
糸
を
織
り
こ
ん
だ
も
の
の

こ
と
で
あ
る
。

図2 鳥欅の文様

小学館「国語大辞典』烏欅の項

より転載

固1 藤丸の文様
『後照念院殿装束抄」（『群書類

従』第八輯）より転載

こ
の
史
料
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
文
様
や
織
り
方
に
は
一
定
の
規

則
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
る
の
が
次

の
史
料
で
あ
る
。

奴
袴（
略
）
十
五
歳
以
後
ハ
鳥
多
須
岐
ノ
浮
織
物
也
。
色
紫
。
裏
同

前
。
夏
ハ
生
ノ
織
物
。
文
井
二
裏
同
前
。
或
ハ
若
年
ノ
人
薄
物

ノ
大
文
ノ
三
重
欅
。
瑠
璃
ノ
指
貫
ヲ
モ
チ
ュ
。
又
薄
色
ノ
鳥
多

須
岐
。
或
ハ
藤
ノ
丸
ノ
織
物
用
之
。
浮
織
物
。
固
織
物
。
年
齢

井
二
官
途
ニ
ョ
リ
テ
是
ヲ
用
ル
也
。
中
年
以
後
薄
色
ノ
綾
。
文

藤
ノ
丸
。
色
ノ
浅
深
。
年
齢
次
第
ニ
ウ
ス
ク
ナ
ル
也
。
（
略
）

(15) 

（
『
装
束
抄
」
）

こ
の
史
料
の
筆
者
は
三
条
西
実
隆
で
室
町
末
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
装

束
に
つ
い
て
前
代
の
記
録
も
参
考
に
し
な
が
ら
網
羅
的
に
且
つ
詳
細
に

述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
鳥
欅
は
十
五
歳
以
後
か
ら
、
藤
丸
は
そ

れ
よ
り
後
に
用
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
浮
織
と
固
織
は
年

齢
・
官
位
に
よ
る
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
年
齢
的
に
は
浮
織
物
が
若

年
、
固
織
物
が
中
年
向
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
文
様
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
『
装
束
抄
』
に
次
の
記
事
が
載
っ
て

い
る
。
差
貫
之
文

仙
洞八
葉
之
菊
。
或
ハ
鳥
多
須
岐
。
藤
丸
。
雲
立
涌
也
。
花
園
院
一
―
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最
後
に
狩
野
文
庫
本
「
類
緊
一
云
一
代
格
」
記
載
の
逸
文
に
つ
い
て
の
考

察
を
整
理
す
る
。

こ
の
逸
文
は
他
の
「
光
厳
院
御
記
」
の
逸
文
よ
り
後
の
も
の
で
、
光

厳
上
皇
が
政
治
の
表
舞
台
に
あ
っ
た
と
き
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
時
代
の
供
花
会
は
基
本
的
に
後
白
河
上
皇
期
の
供
花
会
を

踏
襲
し
て
い
る
が
、
十
三
日
開
始
の
日
程
が
多
く
な
っ
て
い
る
点
や
参

お

わ

り

に

十
四
歳
ノ
御
時
。
始
テ
藤
丸
ヲ
着
御
ノ
由
見
タ
リ
。

上
皇
が
身
に
つ
け
る
べ
き
指
貫
の
文
様
を
挙
げ
て
い
る
。
光
厳
上
皇
は

烏
欅
と
藤
丸
の
文
の
指
貫
を
着
用
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
慣
習
に
則

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
花
園
院
は
二
十
四
歳
の
と
き
に
初
め

て
藤
丸
を
着
用
し
た
と
記
録
し
て
い
る
。
光
厳
上
皇
は
逸
文
に
よ
り
二

十
五
歳
の
と
き
と
わ
か
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
二
十
代
半
ば
が
、
鳥
欅

の
文
様
か
ら
藤
丸
に
変
え
る
年
齢
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
光

厳
上
皇
の
こ
の
日
の
指
貫
は
鳥
欅
堅
織
物
な
の
で
、
ま
た
鳥
欅
に
戻
っ

て
い
る
。
た
だ
し
織
り
方
が
堅
織
と
な
っ
て
い
て
、
鳥
欅
浮
織
と
藤
丸

浮
織
と
の
中
間
の
衣
装
と
言
え
る
。
逸
文
の
最
後
に
「
不
要
壮
齢
之

服
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
壮
齢
の
服
が
藤
丸
浮
織
と
考
え
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
二
十
代
半
ば
は
若
年
か
ら
壮
年
に
移
る
年

齢
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

4
 

注(
l
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

会
者
が
持
明
院
統
の
皇
族
と
公
卿
・
女
房
に
限
ら
れ
て
い
る
点
、
そ
れ

に
浄
衣
を
着
用
し
な
く
な
っ
た
点
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
装
束
に
つ

い
て
は
慣
習
に
基
づ
い
て
選
ば
れ
て
お
り
、
二
十
代
半
ば
が
若
年
か
ら

壮
年
に
移
る
年
齢
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
以
上
の
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
ぜ
狩
野
文
庫
本
「
類
緊
三
代
格
」

に
「
光
厳
院
御
記
」
の
逸
文
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
の
か
な
ど
、
残
さ
れ

た
課
題
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。

最
後
に
末
筆
で
は
あ
る
が
、
史
料
の
ご
提
示
を
し
て
く
だ
さ
り
、
懇

切
丁
寧
な
ご
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
西
本
昌
弘
先
生
に
深
く
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
。

関
晃
監
修
・
熊
田
亮
介
校
注
解
説
、
吉
川
弘
文
館

『
狩
野
文
庫
本
類
衆
三
代
格
』
八
頁

狩
野
亨
吉
の
生
涯
を
記
し
た
も
の
に
青
江
舜
―
一
郎
氏
「
狩
野
亨
吉
の

生
涯
」
や
八
田
三
喜
氏
「
狩
野
亨
吉
父
子
」
（
『
日
本
歴
史
』
三
十
）

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
狩
野
文
庫
創
設
の
経
緯
に
関
し
て
は
、
『
東
北

大
学
五
卜
年
史
』
上
・
八
十
頁
、
青
江
氏
前
掲
書
一
―
―
―
九
頁
に
、
狩

野
文
庫
の
蔵
書
構
成
に
関
し
て
は
原
田
隆
吉
氏
「
『
狩
野
文
庫
」
の

蔵
曹
構
成
の
研
究
（
二
）
」
（
『
図
書
館
学
研
究
報
告
』
一
六
）
、
矢
島

玄
亮
氏
「
狩
野
文
庫
と
と
も
に
」
（
同
前
）
に
記
載
が
あ
る
。

狩
野
文
庫
本
の
「
類
緊
一
二
代
格
」
の
後
補
裏
表
紙
に
「
昭
和
一
八
・

三
・
三
一
購
入
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

-49-



(13) 

(14) 

(15) 
12 11 (

8
)
 

(9) 

(10) 

(
6
 

(
7
 

5
 

関
西
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程

昭
和
三
十
九
年
発
行
。
平
成
三
年
に
『
鎌
倉
時
代
政
治
史
研
究
』
に

再
録
。
一
八
八
頁

奴
袴
の
割
註
の
な
か
で
「
襄
醗
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
衰
醜
」
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

『
南
北
朝
期
公
武
関
係
史
の
研
究
』
第
三
章
第
一
節

『
聖
と
説
話
の
史
的
研
究
j

第
一
一
部
、
百
三
十
一
頁

「
長
講
堂
の
供
花
に
つ
い
て
」
（
『
書
陵
部
紀
要
」
三
十
七
）
、
昭
和
六

十
一
年

『
花
園
天
皇
哀
記
』
正
中
二
年
五
月
条
に
よ
る
と
、
五
月
一
日
に
は

量
仁
親
王
の
腹
痛
が
あ
り
、
一
進
一
退
を
繰
り
返
し
た
よ
う
で
十
八

日
ま
で
「
有
腹
痛
」
の
記
事
が
確
認
で
き
る
。
二
十
五
日
に
「
今
日

親
王
始
洗
手
足
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
こ
ろ
本
復
に
向
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
病
状
は
激
し
く
四
日
と
十
六
日
に
は
「
親
王
有
絶
入
之

気
」
と
い
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

『
花
園
天
皇
痰
記
』
元
弘
元
年
十
一
月
十
三
日
条
に
「
自
今
日
於
長

講
堂
供
花
、
是
毎
年
秋
季
分
也
、
去
九
月
依
天
下
之
乱
延
引
、
今
月

行
之
」
と
延
引
の
理
由
も
書
か
れ
て
い
る
。

元
応
元
年
五
月
十
七
日
条
。

元
亨
三
年
九
月
廿
八
日
条
。

『
群
書
類
従
』
第
八
輯
゜
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